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第１ 章 序

１．研究の背景と目的

農耕地に施用された肥料中の窒素は、環境中で様々な

形態に変化し、肥料等が過剰になった場合は環境汚染物

質として問題となる。河川や湖沼に流出した有機態窒素

やアンモニア態窒素は窟栄養化を招き稲･'02)、硝化または

脱窒の過程で大気中に放出された亜酸化窒素は地球温暖

化やオゾン屑破壊を促進しlz7zD、浸透溶脱した硝酸態窒

素は地下水汚染3‘･‘M2鎚似儲'･霜｡河を引き起こすなど、施肥窒素

が環境汚染の一因となっている。

環境庁は、平成11年２月22日に、水質汚濁に係わる人

の健康の保謹に関する環境基地および地下水の水質汚濁

に係わる環境基地に硝酸性窒素を追加し、硝酸性窒素お

よび亜硝酸性窒素を１０皿Ｌ･１以下と定めた。したがって、

作物に施用する窒素品は、生産性だけでなく、環境に配

慮することが必要である:'9.40)。このことは、環境基準を

意識した上で、作物が必要とする窒素錘を施肥し、土壌

中の残存窒素を減らすことが亜要であり、生産性を落と

すことなく、施肥竃素を削減するために、理論に基づい

た低減化技術を開発する必要がある。

施肥量決定の一般的な考え方は、目標収型を得るため

に必要な窒素吸収吐から土填の供給窒素品を引き、それ

を施肥窒素の利用率で除したものである。したがって、

減肥を考える上で、利用率を高めるための施肥位置の改

善、施肥時期の改善および肥料の選択、並びに施肥前の

土壌中残存窒素の利用が並要である価)。

本論では､施肥位世の改善として局所施肥を検討した。

局所施肥は、作物の根が分布する位世にしぼってあらか

じめ肥料を施用し、効率良く肥料成分を吸収させる施肥

法である。根間周辺の狭い範囲に施肥することで大幅な

減肥が期待できるが、多敵の肥料を集中して施用するこ

とから、濃度陣害を回避するために、肥料の形態も考慮

しなければならない。局所施肥法には、施肥範囲の広い

順に、マルチ内施肥帥狸)、畦内施肥偽')、条施肥捌)、植櫛施

肥'４．１１:１．１'‘)､側条施肥wi』'帥､植穴施肥郷)、ポｯﾄ内施肥54‘躯)、

セル内施肥およびM馴鳩')育苗浦施肥:‘537郷‘卿などがある。こ

こでは、著者が考案した新しい局所施肥法であるネギの

チェーンボット内施肥'妬･lz7)を検討した。

次に､施肥時期の改善として汁液栄養診断を検討した。

汁液栄養診断は、生育期間中に作物の養分の過不足をリ

アルタイムに判定する方法である。本診断は、作物の汁

液中の硝酸濃度を測定し、それに基づいて施肥量を算出

するので、作物の要求に即した施肥法と考えられる。生

体試料を搾汁または摩砕して得た汁液を用いて、作物の

論

栄養状態を知ろうとする研究は、海外では1960年代頃か

ら見られるが劃、国内では、本格的な汁液栄養診断に関

する研究は1990年代に数多く見られるようになった１ｍ。

対象作物は主にキュウリ…)、イチゴ糊)、ナス”、トマト

32s４．'''･ｌｚｚ１などの果菜類およびバラ蝿)、シクラメン'鴫'など

の花弁類である。これらの研究は、施設における栽培期

間の長い作物において、適切な施肥時期および施肥戯の

決定を検討している。これまで、汁液栄養診断では、土

壌残存窒素と施肥窒素の関係が全く明らかにされていな

いことに注目して、ここではこの点を通視してトマトの

汁液栄養診断'蝿'識』”を検討した。

土壌残存窒素'８．１９)を考慮した施肥法としては、ニンジ

ン58)、トマト”などで検討されてきた。土填残存窒素を

どの程度の深さまで考慮するかを検討し、同時に、根部

の養分吸収力は地温に依存するため、土壊中残存窒素と

地温の関係を検討した。ここでは、施肥前の土璃残存窒

素を考慮した施肥窒素品をダイコン'韻)で検討した。

このように、減肥には幾つかの技術があるが、比較的

施肥量の多い野菜類で肥料の低減化を図ることは､亜要、

かつ有意義と考える。

本研究の目的は、窒素の多施肥が招く様々な環境汚染

を回避すべく、減肥技術を駆使した窒素施肥皿の検討で

ある。また、土壌に残存する窒素をいかに利用するかを

検討した。これらのことは、野菜の生産性を落とすこと

なく、理鎗に基づいた施肥窒素低減化技術を側発するこ

とであった。著者のこれまでの研究を「野菜戦培におけ

る窒素低減化技術の開発に関する研究」として、ここに

整理した。

２．研究の構成

本研究の内容は、大きく３つに分けられる。

第１は、施肥位置の改善策として、ネギのチェーンボ

ット内施肥を取り上げた。これは、ネギの育苗用チェー

ンボットの培養土の中に直接、肥効調節型肥料を混和す

る施肥技術の開発である。具体的には、チェーンポット

内施肥と追肥を組み合わせた施肥技術I齢Iおよびネギが収

穫までに必要とする窒素を施用するチェーンポット内全

遼施肥技術”である。特に、本施肥法における栽培跡地

の土壌残存窒素に及ぼす影響も検討した（第ｎ歳)。

次に、施肥時期の改善策として、トマトの葉柄汁液の

硝酸濃度に基づく追肥技術I麓)を取り上げた。ここでも、

土壌残存窒素と汁液栄養診断に基づく施肥窒素戯の関係

を検討した。さらに、トマトでは自根に比べて養分吸収




